
競技注意事項 
１．開催日時       令和元年１０月５日（土）  競技開始 ９：００ 
 
２．会 場        Shonan BMW スタジアム平塚 
 
３．規 則    2019年日本陸上競技連盟競技規則並びに、本大会申し合わせ事項に準じておこなう。 
 
４．変更・訂正  競技者の変更は一切認めない。プログラム誤記の訂正は８時３０分までに本部記録係へプログラ 
         ムに添付してある所定の用紙で届ける。 
 
５．練 習    ・競技場周辺施設及び雨天走路を使用する。ただし、投擲・跳躍の練習は審判の指示に従って行

うこと。なお、本部のアナウンスに注意し、その指示に従うこと。 
               ・公式練習：走高跳は、バーをかけずに助走練習と男子１ｍ５５、女子１ｍ３０の高さで１回の 
          練習を認める。（四種男子は１ｍ４０、女子は１ｍ２０） 
         ・棒高跳は同一高さで２回までの練習を認める。ただし高さは２ｍ９０、３ｍ５０、４ｍ００ 
          から選択する。 
                  ・競技者以外の練習は認めない。 
 
６．招 集 
 
               招集時間 
 
 

 
  トラック        競技開始４０分～２０分前まで 
  走幅跳、走高跳、砲丸投  競技開始６０分～４０分前まで 
  棒高跳           競技開始９０分～６０分前まで 
 

                  ・トラック種目については、競技開始１０分前までにスタート地点に集合し、出発係の指示に従 
          う。 
                  ・招集に遅れた場合は棄権とみなし、競技に参加することはできない。 
                  ・招集所での受付は本人が必ず行うこと。このときナンバーカードとスパイクの確認を行う。（ピ 
          ンの長さはトラック競技他９ｍｍ以下、走高跳１２ｍｍ以下） 
         ・四種競技に参加する競技者は最初の種目を一般の種目と同様に行い、 
          ２種目目、３種目目については現地（ピット）で行う。なお、最終種目においては、招集を行い、 
          レーン確認と腰ナンバーを受け取る。 
                   
 
７．リレー    ・予選のオーダー用紙提出は競技開始２時間前から１時間前までに招集所へ提出する。    
         ・決勝のオーダー用紙提出は１５時２０分から１５時５０分までとする。          
         ・競技者はスタート２０分前までに各スタート地点に集合する。 
              
８．ナンバーカード  ・胸・背に確実にとめる。ただし跳躍種目は、背または胸につけるだけでもよい。 
                  ・白のＢ５版の大きさの布に、男子黒、女子赤字で記入する。高さ１２㎝、幅５㎝以上、飾  
          り文字は使用しない。                                
           ・トラック種目・リレーのアンカーは右腰に招集所で受け取った腰ナンバーをつける。 
 
９．計 測    ・トラック：電気計時の場合はすべての競技者のタイムを計測する。            
          ただし、中長距離種目は競技進行上、制限タイムを設け、下記の時間を超えた場合はただちに 
          競技を終了する。  

 
 

 
    ８００ｍ 

 
   １５００ｍ 

 
   ３０００ｍ 

 
 男子 

 
  ２分３０秒 

 
   ５分００秒 

 
  １０分４０秒 

 
 女子 
 

 
  ２分５０秒 
 

 
   ５分４０秒 
 

 
       － 
 

                  ・フィールド計測ライン及びバーの上げ方 
          走幅跳      男子５ｍ５０           女子４ｍ５０ 
                    砲丸投   男子１０ｍ００         女子９ｍ５０ 
                    棒高跳   ３ｍ００より開始 以後１０㎝   ４ｍ００ 以後５㎝ 
                    走高跳 
                    男子   練習（１ｍ５５）－１ｍ６０－１ｍ６５－１ｍ７０－１ｍ７５  以後３㎝ 
                    女子   練習（１ｍ３０）－１ｍ３５－１ｍ４０－１ｍ４５－１ｍ５０  以後３㎝ 
                    四種男子  練習（１ｍ４０）－１ｍ４５－１ｍ５０－１ｍ５５－１ｍ６０    以後３㎝ 
                    四種女子 練習（１ｍ２０）－１ｍ２５－１ｍ３０－１ｍ３５－１ｍ４０  以後３㎝ 



 
１０．スタートに  ・８００ｍの予選については１レーンをあけオープンスタートでおこなう。 
   ついて     ・３０００ｍの予選については２段スタートでおこなう。                 
 
１１．予選通過及びトップ８進出                                     
   トラック  ・電気計時：すべての競技者のタイムを比較し決勝進出を決める。同タイムの場合、写真を拡大 
          し細部まで読みとり決定する。それでも決定できない場合は抽選とする。         
         ・手動計時：同タイムだった場合、着順を優先し、それでも決定できない場合は抽選とする。 
         ・１００ｍ・２００ｍ・４００ｍ・８００ｍ・110ｍH・100ｍH・リレーは８名又は８チームで 
          決勝を行う。１５００ｍは１５名、３０００ｍは１８名で決勝を行う。 
     フィールド  ・走幅跳・砲丸投は３回の試技を行い、上位８名はさらに３回の試技ができる。 
 
１２．表 彰   ・各種目３位までにメダル、８位までに賞状を授与する。当該者は正式通告があった後、ただち 
          に本部表彰係まで受け取りにくること。 
                                                                              
１３．応 援      ・応援・付き添いは、フィールド内や競技場に入ってはならない。  
                  ・スタート時の応援は禁止する。 
         ・ホームストレートとバックストレートの同時展開時は集団応援を禁止する。     
                  ・応援席最前列の手すり付近の応援は禁止する。   
         ・メインスタンドへの、のぼり旗・応援横幕の設置は禁止する。              
                                                                              
１４．開閉会式  ・開会式８：３０、スタンドにておこなう。                      
                  ・閉会式は競技終了後、ホームストレートにて整列しておこなう。 
          
１５．その他   ①競技場の利用のしかた 
                  ・競技者は指示された場所・通路を使用し、フィールド内や立ち入り禁止区域には絶対に入らな

い。 
                  ・開門前には競技場には入らない。整列をして待つ。 
                ②競技者の控え場所 

・スタンドを利用し、所持品は各校で管理する。更衣室は更衣のみに使用する。 
③決勝進出で抽選が必要な場合アナウンスをよく聞き速やかに番組編成に集合する。 

                 ④グランド以外はスパイクの使用を禁止する。 
                 ⑤ゴミは各自で持ち帰ること。 
         ⑥スタートついて 

・スタートの合図はイングリッシュコマンドで行い、１回目の不正スタートで失格とする。四種
競技は、各レースで2回目以降の不正スタートをした者が失格となる。 

          ・2019年度日本陸上競技連盟競技規則第１６２条５の適用はしない。不適切行為があった場合、
注意を与える。 

 


